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地図とコンパスの使い方

１．国土地理院地図

（1）入手方法

地理院地図（電子国土Web）：http://maps.gsi.go.jp

（2）地図の規則

1/25,000地形図では　地図上1㎝が250mの距離

1/25,000地形図の等高線

地図記号

塔 送電線
（送電線の鉄塔、展望台など）

電波塔 岩

崖

磁北線
本当の北（真北）の方向と、コンパスの磁針が示す北（磁北）は、ずれている。このずれ
は、緯度によって異なり、 知床8度、大雪山・ 札幌9度、東京6度、鹿児島5度と、すべて
西に5～10度ずれている。（この角度を磁針方位という）
このズレを修正するための線が磁北線である。

等高線からわかること
・標高、傾斜、形状（谷、尾根）

赤線 ：沢
緑線 ：尾根
黄円 ：鞍部
青円 ：ピーク
茶四角：なだらか
紫円 ：急

主曲線（10m毎）

計曲線（50m毎）
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２．コンパスの使い方

（1）コンパスの名称

（2）現在地から進むべき方向を確認する方法。
以下のような時に使う。
・道が分岐しているときに、正しい分岐がどちらか判断するとき。
・ホワイトアウトやガスって行くべき方向がわからないとき。

①地図上でコンパスの長辺を現在地から目標に向ける。

②地図の磁北線とカプセルの矢印が平行なるよう、カプセルをまわしてに
　合わせる。

カプセル

磁針（赤が磁北を向く）

カプセルの矢印

長辺進行線

目盛り（1/25,000地形図では4cmが距離1km）
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③コンパスを水平にして自分のお腹に当て、カプセルの矢印と
　磁針の矢印が一致するまで自分の体を回す

④コンパスの進行線（自分の正面方向）が目標の山となる。
　常にカプセルの矢印と磁針の矢印が一致する方向に進む。（コンパス直進）

（3）見えている山の名称を地形図で確認する方法（山座同定）

①コンパスを目標に向け、コンパスのカプセルをまわして
　カプセルの矢印と磁針の矢印を一致させる。

②コンパスの辺を地形図上の現在地に合わせる。

③カプセルの矢印と磁北線を平行になるよう、現在地を支点にして
　コンパスを回転させる。

カプセルの
矢印

磁針の矢印

（カプセル）
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④コンパス長辺の延長に見えている山がある。

（4）地図上で現在地を確認する方法。
確認するには、二つの目印の方向（見えている）と地図上の位置が
わかっていることが前提となる。

①コンパスを目印Aに向け、コンパスのカプセルを回して
　カプセルの矢印と磁針の矢印を一致させる。（前記（3）①と同様）

②地図上でコンパスの長辺を目印Ａにあて、カプセルの矢印と磁北線とが
　一致するようコンパスを回転させ、線を引く。

③目印Ｂも同様な方法で線を引く。線の交差する地点が現在地である。

以上
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